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高野山霊宝館からのお知らせ
◎
令
和
３
年
度
補
助
事
業
報
告

●
重
要
文
化
財
︵
建
造
物
︶
金
剛
峯
寺
奥

院
経
蔵
保
存
修
理
事
業

　

令
和
２
年
度
か
ら
３
ヵ
年
計
画
で
進
め

ら
れ
て
い
る
事
業
の
２
年
目
が
行
わ
れ
、

屋
根
工
事
・
檜
皮
葺
替
・
塗
装
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

事
業
費　
　

２
６
，
１
０
０
，
０
０
０
円

国
庫
補
助
金
１
６
，
９
６
５
，
０
０
０
円

県
費
補
助
金　

１
，
４
６
８
，
０
０
０
円

町
費
補
助
金　
　
　

２
０
５
，
０
０
０
円

●
文
化
財
保
存
修
理
助
成
事
業
﹁
紡
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
国
宝
絹
本
著
色
阿
弥
陀

聖
衆
来
迎
図
保
存
修
理
事
業

　

令
和
２
年
度
よ
り
５
ヵ
年
事
業
で
進
め

ら
れ
て
い
る
事
業
の
１
年
目
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

事
業
費　
　

１
１
，
１
３
１
，
２
１
６
円

国
庫
補
助
金　

７
，
７
９
１
，
０
０
０
円

●
重
要
文
化
財
︵
美
術
工
芸
品
︶
紙
本
著

色
十
巻
抄
ほ
か
１
件
保
存
修
理
事
業

　

平
成
29
年
度
か
ら
５
ヵ
年
計
画
で
進
め

ら
れ
て
い
る
事
業
の
５
年
目
が
行
わ
れ
、

第
９
・
10
巻
の
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
業
費　
　
　

４
，
３
８
５
，
９
８
１
円

国
庫
補
助
金　

２
，
８
５
０
，
０
０
０
円

県
費
補
助
金　
　
　

２
４
６
，
０
０
０
円

町
費
補
助
金　
　
　
　

３
４
，
０
０
０
円

●
和
歌
山
県
世
界
遺
産
緊
急
保
全
対
策
事

業
［
重
要
文
化
財
︵
建
造
物
︶
金
剛
峯

寺
大
門
消
火
設
備
緊
急
修
繕
事
業
］

事
業
費　
　
　

１
，
３
９
１
，
３
７
９
円

県
費
補
助
金　
　
　

３
３
３
，
０
０
０
円

○
書
籍

　

霊
宝
館
だ
よ
り
に
て
連
載
中
の
鳴
海
祥

博
氏
『
高
野
山
の
古
建
築
』
を
ま
と
め
た

書
籍
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
お
求
め
の
方

は
霊
宝
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
展
覧
会
予
定

◦
４
月
16
日
㈯
～
７
月
10
日
㈰

春
期
企
画
展
﹃
鎌
倉
時
代
の
高
野
山
﹄

◦
７
月
16
日
㈯
～
10
月
10
日
㈪
㈷

第
43
回
大
宝
蔵
展
﹃
高
野
山
の
名
宝

～
数
字
と
高
野
山
～
﹄（
予
定
）

◦
10
月
15
日
㈯
～
令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

秋
期
企
画
展
﹃
仏
を
護
る
入
れ
物

～
納
め
る
・
容
れ
る
・
包
む
﹄（
予
定
）

◦
令
和
５
年
１
月
21
日
㈯
～
４
月
９
日
㈰

冬
期
平
常
展
﹃
密
教
の
美
術
﹄

〇
貸
出
情
報

●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
﹁
大
蒔
絵
展
﹂

　
　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
８
日
㈰

国
宝　

澤
千
鳥
螺
鈿
蒔
絵
小
唐
櫃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

花
蝶
蒔
絵
念
珠
箱
な
ら
び
に

　
　
　
　

附
属 

念
珠　
　

  

金
剛
峯
寺

●
奈
良
国
立
博
物
館　

東
・
西
新
館　

﹁
特
別
展　

大
安
寺
の
す
べ
て
ー
天
平

の
み
ほ
と
け
と
祈
り
ー
﹂

　
　

４
月
23
日
㈯
～
６
月
19
日
㈰

国
宝　

勤
操
僧
正
像　
　
　

普
門
院

●
和
歌
山
県
立
博
物
館　

﹁
特
別
展　

き
の
く
に
の
大
般
若
経
ー

わ
ざ
わ
い
を
は
ら
う
経
典
ー
﹂

　
　

４
月
23
日
㈯
～
６
月
５
日
㈰

未
指
定　

大
般
若
経　

巻
110
・
600　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

●
奈
良
国
立
博
物
館　
　

﹁
貞
享
本
當
麻
曼
荼
羅
修
理
完
成
記
念

特
別
展　

中
将
姫
と
當
麻
曼
荼
羅
︱
祈

り
が
紡
ぐ
物
語
︱
﹂

　
　

７
月
16
日
㈯
～
８
月
28
日
㈰

重
文　

當
麻
曼
荼
羅
縁
起　

清
浄
心
院

●
三
井
記
念
美
術
館
﹁
大
蒔
絵
展
﹂　

　
　

10
月
１
日
㈯
～
11
月
13
日
㈰

国
宝　

澤
千
鳥
螺
鈿
蒔
絵
小
唐
櫃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

花
蝶
蒔
絵
念
珠
箱
な
ら
び
に

　
　
　
　

附
属 

念
珠　
　

  

金
剛
峯
寺

●
愛
媛
県
美
術
館

﹁
弘
法
大
師
空
海
誕
生
１
２
５
０
年
記

念　

高
野
山
金
剛
峯
寺
名
宝
展
︵
仮
︶﹂

　
　

10
月
１
日
㈯
～
11
月
20
日
㈰

国
宝　

諸
尊
仏
龕　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

八
大
童
子
立
像
の
う
ち
、

　
　
　
　

恵
光
童
子
・
烏
俱
婆
誐
童
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

聾
瞽
指
帰　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

●
五
島
美
術
館　

特
別
展
﹁
西
行
︱
語
り
継
が
れ
る
漂
泊

の
歌
詠
み
︵
仮
︶﹂

　
　

10
月
22
日
㈯
～
12
月
４
日
㈰

国
宝　

僧
円
位
書
状
（
宝
簡
集
巻
第
二
十
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

◎
修
理
報
告

●
重
要
文
化
財　

奥
之
院
出
土
品
の
う
ち

比
丘
尼
法
薬
願
文　

金
剛
峯
寺

　

破
損
箇
所
の
修
理
お
よ
び
亀
裂
等
の
予

防
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

修
理
費　
　
　
　
　

３
４
７
，
０
５
５
円

○
令
和
４
年
度
国
庫
補
助
事
業

●
重
要
文
化
財
︵
建
造
物
︶
金
剛
峯
寺
奥

院
経
蔵
保
存
修
理
事
業

　
︵
令
和
３
年
２
月
よ
り
︶

事
業
費　
　

１
８
，
９
８
０
，
０
０
０
円

●
重
要
文
化
財
︵
建
造
物
︶
金
剛
三
昧
院

経
蔵
保
存
修
理
事
業

事
業
費　
　

２
１
，
６
０
０
，
０
０
０
円

●
重
要
文
化
財
︵
建
造
物
︶
普
賢
院
四
脚

門
保
存
修
理
事
業

事
業
費　
　

１
０
，
６
７
０
，
０
０
０
円

●
文
化
財
保
存
修
理
助
成
事
業
﹁
紡
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
国
宝
絹
本
著
色
阿
弥
陀

聖
衆
来
迎
図
保
存
修
理
事
業

　
︵
２
ヵ
年
目
︶

事
業
費　
　

１
１
，
１
４
４
，
８
０
６
円

○
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
実
施
日
程

　
︵
予
定
︶

　

５
月
14
日
、
６
月
11
日
、
７
月
２
日
、

　

７
月
23
日
、
８
月
６
日
、
８
月
27
日
、

　

９
月
10
日
、
10
月
22
日
、
11
月
26
日

　

い
ず
れ
も
土
曜
日
、

　

午
後
１
時
よ
り
約
45
分

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントあり！ 

第
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号　

目
次

春
期
企
画
展
「
鎌
倉
時
代
の
高
野
山
」

⋮
⋮
⋮
２
～
３

高
野
山
の
考
古
学
（
二
十
六
）
⋮
⋮
４
～
５

収
蔵
品
の
紹
介
109
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
６
～
７

高
野
山
霊
宝
館
か
ら
の
ご
案
内
⋮
⋮
⋮
⋮
８

令和４年度 春期企画展　「鎌倉時代の高野山」
４月16日（土）～７月10日（日）まで

利用案内
開
館
時
間

■
11
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
休
館
日　

年
末
年
始
の
み

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

■
専
用
駐
車
場
あ
り

令和３年12月４日㈯・５日㈰の２日間、迎賓館において鎌倉歴史工房によるペーパクラフト（承久記絵巻）の展示がありました。
写真は「源実朝が鶴岡八幡宮へ参詣する場面」

○
お
詫
び
と
訂
正

　

令
和
３
年
10
月
20
日
発
行
の
霊
宝
館

だ
よ
り
１
３
７
号
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通
り
訂
正

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
頁　

冬
期
平
常
展
、
会
期
に
つ
い
て

（
誤
）
令
和
３
年
12
月
４
日
（
月
）

（
正
）
令
和
３
年
12
月
４
日
（
土
）

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ

と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

和歌山の古建築を
たずねて
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
放
映
に
伴
い
、
例
年
以
上

に
鎌
倉
時
代
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
約
80
年
ぶ
り
に
再
発

見
さ
れ
た
「
承
久
記
絵
巻
」（
龍
光
院
蔵
）
を
中
心
に
、
高
野
山
に
伝
わ

る
鎌
倉
時
代
に
関
わ
る
文
化
財
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
高
野
山
の
教
学

興
隆
の
源
と
な
っ
た
高
野
版
、高
野
山
参
詣
道
に
今
な
お
残
る
町
石
な
ど
、

鎌
倉
時
代
の
高
野
山
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

﹁
鎌
倉
時
代
の
高
野
山
﹂

令
和
四
年
度
春
期
企
画
展

■
彫
刻

重
文　
　

阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
立
像　
　
　
　
　
　
　
　

不
動
院

重
文　
　

狛
犬
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
社

■
絵
画

重
文　
　

五
大
力
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
賢
院

【
前
後
期
で
展
示
替
】

重
文　
　

覚
禅
鈔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈
迦
文
院

【
前
後
期
で
展
示
替
】

未
指
定　

承
久
記
絵
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院

【
前
後
期
で
展
示
替
】

未
指
定　

弘
法
大
師
丹
生
高
野
両
明
神
像
（
問
答
講
本
尊
模
写
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

未
指
定　

四
社
明
神
像
（
元
寇
防
戦
に
赴
く
図
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺

■
書
跡

国
宝　
　

宝
簡
集
三
十
三
「
源
頼
朝
下
文
」　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺
【
後
期
】

国
宝　
　

又
続
宝
簡
集
七
十
八
下
「
阿
弖
河
庄
上
村
百
姓
等
言
上
状
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺【
後
期
】

重
文　
　

町
石
建
立
供
養
願
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺【
前
期
】

重
文　
　

白
氏
文
集
巻
第
三
残
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宝
院　

 【
前
期
】

重
文　
　

五
行
大
義
巻
第
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宝
院　

 【
後
期
】

未
指
定　

北
条
政
子
書
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
三
昧
院【前

期
】

■
工
芸

重
文　
　

灌
頂
道
具
類
の
う
ち
花
瓶　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院

未
指
定　

三
鈷
杵
・
五
鈷
杵
（
伝
・
行
勝
上
人
所
持
）　　

 

蓮
華
定
院

■
歴
史
資
料

重
文　
　

高
野
版
板
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
三
昧
院

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
会
期
の
変
更
、
休
館
、
拝
観
制
限
を

　

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

主
な
展
示
品

今
後
の
展
覧
会

第
四
十
三
回
大
宝
蔵
展

﹁
高
野
山
の
名
宝
～
数
字
と
高
野
山
～
﹂

（
予
定
）

令
和
４
年
７
月
16
日︵
土
︶
～
10
月
10
日︵
月
・
祝
︶

令
和
４
年
４
月
16
日
㈯
～
７
月
10
日
㈰

前
期　

４
月
16
日
㈯
～
５
月
29
日
㈰

後
期　

５
月
31
日
㈫
～
７
月
10
日
㈰　

会
期
中
無
休　

重文　五大力菩薩像のうち金剛吼　鎌倉時代
普賢院【前期】
もとは住吉大社にあった像で、裏書から建久８
年（1197）の作とわかる。像の大きさ、線の太
さは見るものを圧倒する。国宝　又続宝簡集七十八下「阿弖河庄上村百姓等言上状」　鎌倉時代　

金剛峯寺【後期】
「ミミヲキリ　ハナヲソギ」で有名な教科書に掲載される文書。
地頭の非道な行いを記している。

重
文　

阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
立
像　

鎌
倉
時
代　

不
動
院

長
野
県
善
光
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
像
を
模
し
た
善
光
寺
式
と
呼

ば
れ
る
像
。
鎌
倉
時
代
に
流
行
し
た
形
式
の
像
で
あ
る
。

未指定　承久記絵巻　巻第２　江戸時代　龍光院【前期】

未
指
定　

弘
法
大
師
丹
生
高
野
両
明
神
像
（
問
答
講
本
尊
模
写
）　

江
戸
時
代　

宝
寿
院

重文　灌頂道具類のうち花瓶　
鎌倉時代　龍光院

期
間
中
、
常
設
展
示
に
て
快
慶
作
　
孔
雀
明
王
像
　
展
示
中重文　孔雀明王像　金剛峯寺



令和4年  4月  9日 第138号 令和4年  4月  9日 第138号

45

  

高
野
山
の
考
古
学

（
二
十
六
）

大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科　

　
　
　
　
　
　
　

狭 

川　

真 

一

高
野
山
の
地
鎮
遺
構
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
徳
川
家
霊
台
─

た
が
、
銅
製
に
文
様
を
毛
彫
り
さ
れ
て
い

る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
床
下
の
具
体
的

な
位
置
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
前

回
紹
介
し
た
結
界
の
作
法
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
、
四
隅
を
結
ん
だ
交
点
と
思
わ
れ
、

建
物
の
中
心
に
該
当
し
ま
す
。

鎮
壇
具　

埋
納
状
況
と
遺
物

　

で
は
何
を
埋
納
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

報
告
書
に
は
出
土
状
況
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
ま
す
と
、
密
教

法
具
の
橛け

つ

を
地
面
に
突
き
刺
し
、
そ
の
先

端
に
や
は
り
密
教
法
具
の
輪り

ん

宝ぼ
う

を
乗
せ
た

も
の
を
八
ヶ
所
に
配
置
し
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
特
別
な
穴
を

掘
っ
て
埋
納
す
る
の
で
は
な
く
、
地
均
し

さ
れ
た
地
面
に
お
そ
ら
く
簡
易
な
縄
張
り

を
し
て
必
要
箇
所
に
直
接
橛
を
突
き
刺

し
、
建
設
予
定
部
分
を
結
界
し
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

突
き
刺
さ
れ
た
橛
は
両
端
を
尖
ら
せ
た

だ
け
の
簡
易
な
形
状
で
、
作
り
方
も
銅
板

を
打
ち
抜
い
た
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で

す
。
輪
宝
は
八は

ち

鋒ほ
う

輪
宝
と
言
わ
れ
る
も
の

で
、
八
方
向
へ
突
き
出
し
た
鋒
の
先
端
は

丸
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　

家
康
霊
屋
中
央
か
ら
出
土
し
た
壷
は
銅

製
で
す
が
、
出
土
状
況
を
み
る
と
特
別
な

穴
に
埋
納
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
八
方

に
橛
と
輪
宝
、
中
央
に
壷
を
置
い
て
結
界

し
、
そ
の
上
に
直
接
盛
土
を
行
っ
て
基
壇

を
形
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。類

例
を
求
め
て

　

橛
と
輪
宝
を
用
い
た
鎮
壇
の
事
例
を
一

件
見
つ
け
ま
し
た
の
で
、
比
較
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
京
都
府
八
幡

市
石
清
水
八
幡
宮
の
神
宮
寺
だ
っ
た
護
国

寺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
遺
構
で
す
。
護
国

寺
は
、
石
清
水
八
幡
宮
本
殿
か
ら
北
東
方

向
へ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
は
本
堂
跡
と

み
ら
れ
る
柱
穴
の
一
部
と
、
須し

ゅ

弥み

壇だ
ん

を
囲

う
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
祭
祀
遺
構
が
調
査

さ
れ
ま
し
た
（
図
５
）。
祭
祀
遺
構
は
直

径
二
五
セ
ン
チ
前
後
、
深
さ
十
数
セ
ン
チ

の
小
穴
で
、
底
に
輪
宝
を
据
え
、
そ
の
中

央
の
穿
孔
部
に
独と

っ

鈷こ

杵し
ょ

を
立
て
て
い
ま
す

（
図
６
）。
遺
構
は
六
ヶ
所
確
認
さ
れ
ま
し

た
が
、
状
況
か
ら
須
弥
壇
推
定
位
置
か
ら

少
し
離
れ
た
四
隅
と
、
各
辺
の
中
央
付
近

の
合
計
八
ヶ
所
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
中
心
は
未
調
査
の
た
め
不
明
で
す

が
、
祭
祀
遺
構
の
配
置
方
法
（
結
界
の
作

法
）
に
は
共
通
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
徳
川
家
霊
台
の
鎮
壇
具
と

異
な
る
の
は
、
個
別
の
穴
を
掘
っ
て
埋
納

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
橛
が
独
鈷
杵
に
代

わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
輪
宝
の

位
置
が
穴
の
底
に
な
り
、
ま
っ
た
く
逆
の

配
置
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で

き
ま
す
。

　

実
は
こ
の
護
国
寺
は
天
台
宗
で
あ
り
、

そ
の
作
法
に
よ
っ
て
埋
納
さ
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
徳
川
家
霊
台
は
当
然
、
真
言
宗

の
作
法
で
埋
納
し
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
両

者
が
同
じ
地
鎮
行
為
を
行
い
な
が
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
特
徴
を
見
せ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

財
団
法
人
高
野
山
文
化
財
保
存
会　

一
九
六
二
『
重
要
文
化
財
金
剛
峯
寺
徳
川

家
霊
台
家
康
霊
屋
秀
忠
霊
屋
修
理
工
事
報

告
書
』

大
洞
真
白
・
小
森
俊
寛　

二
〇
一
一
『
石

清
水
八
幡
宮
境
内
調
査
報
告
書
』
八
幡
市

教
育
委
員
会

松
田
正
明　

一
九
八
四
「
和
歌
山
に
お
け

る
地
鎮
・
鎮
壇
の
遺
構
」『
古
代
研
究
』

第
二
八
・
二
九
号
、（
財
）
元
興
寺
文
化
財

研
究
所

　

徳
川
家
霊
台
と
は
、
徳
川
家
康
と
二
代

将
軍
秀
忠
を
祀
る
霊
廟
の
こ
と
で
す
（
図

１
）。
調
査
の
結
果
、寛
永
九
年
（
一
六
三

二
）
の
秀
忠
没
後
に
着
工
し
、『
紀
伊
続

風
土
記
』に
み
え
る
寛
永
二
〇
年（
一
六
四

三
）
が
完
成
の
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
家
康
と
秀
忠
の
二
棟
の
霊
屋
が
並

ん
で
い
る
だ
け
で
す
が
、
明
治
二
一
年

（
一
八
八
八
）
ま
で
尊
牌
堂
が
脇
に
あ
り

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
近
隣
火
災
の
類
焼

で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
っ
た
両

霊
廟
は
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
霊
廟
建
築

で
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
一
月
か
ら
翌

年
八
月
ま
で
の
期
間
で
半
解
体
修
理
が
行

わ
れ
、
そ
の
工
事
に
伴
っ
て
地
下
が
掘
削

さ
れ
た
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
廟
の
周
囲

か
ら
鎮
壇
具
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

鎮
壇
具
の
出
土

　

地
下
の
掘
削
は
、
正

式
な
発
掘
調
査
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

報
告
書
に
よ
り
ま
す
と

「
雨あ

ま

落お
ち

葛か
づ
ら

石い
し

の
外
側
約

三
〇
糎
の
場
所
に
、

隅
々
に
一
個
と
四
面
振

分
位
置
に
一
個
ず
つ
、

計
八
個
の
鎮
壇
具
が
、

両
霊
屋
そ
れ
ぞ
れ
に
埋

蔵
さ
れ
て
い
た
」
と
あ

り
ま
す
（
図
２
・
３
）。

つ
ま
り
、
雨
落
葛
石
と

い
う
の
は
基
壇
外
周
の

石
列
を
意
味
し
て
い

て
、
そ
こ
か
ら
約
三
〇

㎝
外
側
で
、
建
物
の
四

隅
に
各
一
点
と
建
物
四
辺
の
中
央
に
各
一

点
が
埋
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
れ
を
復
原
的
に
示
し
ま
し
た
の
が

図
４
で
、
正
面
は
向
拝
が
南
へ
突
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
中
央
に
推
定
し
て
み

ま
し
た
。
さ
ら
に
報
告
書
で
は
「
家
康
霊

屋
の
床
下
に
、
壷
が
一
個
埋
蔵
さ
れ
て
い

図６　護国寺跡出土祭祀遺構

図１　徳川家霊台家康廟（右）・秀忠廟（左）

図３　出土した鎮壇具（報告書から）

図４　徳川家霊台　霊屋鎮壇具出土位置推定図

図２　鎮壇具出土状況
（報告書から）

秀忠霊屋 家康霊屋

●鎮壇具出土位置

図５　護国寺跡祭祀遺構配置図
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昨
年
八
月
、
高
野
山
龍
光
院
よ
り
『
承

久
記
絵
巻
』
を
収
蔵
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

承
久
の
乱
を
描
い
た
唯
一
の
絵
巻
物
で
、

承
久
の
乱
を
記
し
た
文
章
と
、
そ
の
内
容

を
描
い
た
三
十
六
の
絵
（
基
本
的
に
直
前

の
文
章
を
絵
に
し
て
い
る
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
承
久
の
乱
と
は
、
鎌
倉
時
代

の
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
後ご

鳥と

羽ば

上じ
ょ
う

皇こ
う

（
一
一
八
〇
～
一
二
三
九
）
と
鎌

倉
幕
府
執し

っ

権け
ん

の
北ほ

う

条じ
ょ
う

義よ
し

時と
き

（
一
一
六
三

～
一
二
二
四
）
が
対
決
し
た
乱
の
こ
と
で

す
。
こ
の
絵
巻
は
乱
に
お
け
る
合
戦
の
様

子
や
人
々
の
悲
哀
を
巧
み
に
描
写
し
て

い
ま
す
。今
回
は
こ
の『
承
久
記
絵
巻
』を
、

参
考
文
献
に
記
し
た
長
村
祥
知
氏
の
研

究
を
な
ぞ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

箱
書
き
に
よ
る
と
絵
は
土と

佐さ

光み
つ

信の
ぶ

（
十
五
～
十
六
世
紀
の
画
家
）、
絵え

詞こ
と
ばは
月つ

き

輪の
わ

禅ぜ
ん

定じ
ょ
う（
九く

条じ
ょ
う

兼か
ね

実ざ
ね

［
一
一
四
九
～

一
二
〇
七
］）
の
作
と
あ
り
ま
す
が
、
近

世
制
作
の
軍
記
絵
巻
の
特
徴
に
通
じ
る

こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
、
十
七
世
紀
頃
の

制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
頃
か

ら
龍
光
院
所
蔵
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
龍
光
院
所
蔵
と
な
っ

て
の
ち
、
長
ら
く
所
在
不
明
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
所
在
が
最
後
に
確
認
さ
れ
た
の

は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
京

き
ょ
う

都と

恩お
ん

賜し

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん（
現
在
の
京
都
国
立
博
物
館
）

で
行
わ
れ
た
「
後
鳥
羽
天
皇
七
百
年
記
念

拝
展
」
で
の
展
示
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和

四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
発
刊
さ
れ
た

松
本
靖
明
氏
校
注
『
承
久
記　

新
撰
日
本

古
典
文
庫
１
』
の
解
説
に
は
、
龍
光
院
に

あ
っ
た
『
承
久
記
絵
巻
』
六
巻
が
現
在
所

在
不
明
と
あ
る
の
で
、
昭
和
十
四
～

四
十
九
年
（
一
九
三
九
～
七
四
）
の
間
に

所
在
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

近
年
、
個
人
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
京
都

文
化
博
物
館
で
展
示
、
改
め
て
龍
光
院
の

所
蔵
と
な
り
ま
し
た
。

　

承
久
の
乱
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て

い
る
書
物
は
『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み』
や
『
承
久
記
』

と
い
う
史
料
で
す
。『
承
久
記
』
も
慈じ

光こ
う

寺じ

本ぼ
ん

や
流る

布ふ

本ぼ
ん

と
い
っ
た
種
類
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
あ
る
こ
と
が
違
う

と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。『
承
久

記
絵
巻
』
の
絵
詞
は
、
こ
の
う
ち
『
承
久

記
』
流
布
本
の
慶け

い

長ち
ょ
う

古こ

活か
つ

字じ

本ぼ
ん

・
寛か

ん

永え
い

版は
ん

本ぽ
ん

を
も
と
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
と
で
は
あ
る
の
で
す
が
差

異
は
見
ら
れ
、『
承
久
記
絵
巻
』
の
方
は
、

ひ
ら
が
な
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
内
容
を
見
て
み
る
と
、
初
め
は
後

鳥
羽
上
皇
の
批
評
、
源
実
朝
の
暗
殺
、
承

久
の
乱
の
原
因
、
経
過
、
終
戦
を
経
て
最

後
は
土つ

ち

御み

門か
ど

上じ
ょ
う

皇こ
う

（
一
一
九
五
～

一
二
三
一
）
の
阿あ

波わ
の

国く
に

（
徳
島
県
）
配
流

で
幕
を
閉
じ
て
い
ま
す
。
承
久
の
乱
の
内

容
は
、
紙
数
の
関
係
上
省
き
ま
す
が
、
順

番
に
読
ん
で
い
く
と
、
巻
第
二
と
三
に
繋

が
り
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
内
容

承じ
ょ
う

久き
ゅ
う

記き

絵え

巻ま

き　

六
巻

　

彩
箋
墨
書
・
紙
本
著
色　

江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
）

　

龍
光
院
蔵　

（
巻
第
一
）
縦
三
二
．
五
㎝　

全
長
一
五
八
二
．
六
㎝

（
巻
第
二
）
縦
三
二
．
四
㎝　

全
長
一
五
三
七
．
一
㎝

（
巻
第
三
）
縦
三
二
．
五
㎝　

全
長
一
四
一
九
．
七
㎝

（
巻
第
四
）
縦
三
二
．
六
㎝　

全
長
一
四
四
九
．
四
㎝

（
巻
第
五
）
縦
三
二
．
六
㎝　

全
長
一
六
一
五
．
五
㎝

（
巻
第
六
）
縦
三
二
．
七
㎝　

全
長
一
二
三
七
．
五
㎝
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巻第三　砺波山の戦い。幕府軍（右）は火牛の計。朝廷軍（左）は石弓で応戦。 巻第二　三浦義村が北条義時に、弟胤義から来た上皇に味方するように促した
書状を開示する場面。左上が義時（義時を描く唯一の絵）

で
い
う
と
、
後
鳥
羽
上
皇
が
挙
兵
し
、
義

時
討
伐
の
院
宣
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
知

り
、館
に
集
ま
り
、北ほ

う

条じ
ょ
う

政ま
さ

子こ

（
一
一
五
七

～
一
二
二
五
）
が
御
家
人
の
前
で
演
説
し

て
い
る
途
中
で
巻
第
二
が
終
わ
り
ま
す
。

次
い
で
巻
第
三
で
は
、
戦
い
は
す
で
に
始

ま
っ
て
お
り
、
美み

濃の
の

国く
に

（
岐
阜
県
）
大お

お

井い

戸ど

の
戦
い
の
終
盤
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
。
長
村
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
れ
は

も
と
と
な
っ
た
流
布
本
か
ら
推
察
す
る

と
約
一
巻
分
に
相
当
す
る
た
め
、
も
と
は

全
七
巻
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
な

が
ら
も
、
各
巻
の
褾

ひ
ょ
う

紙し

・
貼は

り

紙が
み

題だ
い

簽せ
ん

が
制

作
当
初
の
も
の
と
判
断
で
き
る
こ
と
や
、

他
の
近
世
に
制
作
さ
れ
た
軍
記
絵
巻
が

い
ず
れ
も
六
の
倍
数
の
巻
数
編
成
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
巻
第
二
、三
の

間
に
巻
が
存
在
し
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
当

初
か
ら
全
六
巻
だ
っ
た
と
い
う
説
が
、
現

時
点
で
は
妥
当
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
結

論
は
保
留
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
）。
七
巻

だ
っ
た
に
し
ろ
六
巻
だ
っ
た
に
し
ろ
、
幻

の
巻
に
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
政
子
の
演

説
、
泰
時
（
義
時
の
子
）
の
出
陣
な
ど
絵

で
描
い
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
う
場
面
が

な
い
の
は
、
個
人
的
に
少
し
残
念
に
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、『
承
久
記
絵
巻
』
の
な
か
で
、

高
野
山
に
少
し
関
わ
る
場
面
を
紹
介
し

ま
す
。
承
久
の
乱
自
体
に
高
野
山
は
関
わ

り
が
な
い
の
で
、
大
き
な
場
面
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
巻
第
五
に
は
藤

と
う
の

四し

郎ろ
う

入に
ゅ
う

道ど
う

頼よ
り

信の
ぶ

と
い
う
人
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
頼

信
は
、朝
廷
方
の
三み

浦う
ら

胤た
ね

義よ
し（
一
一
八
五
？

～
一
二
二
一
）
に
仕
え
て
い
た
人
物
で
、

乱
発
生
時
に
は
高
野
山
で
隠
遁
し
て
い

ま
し
た
。
頼
信
は
胤
義
の
敗
北
を
聞
い
て

下
山
し
京
都
に
入
り
ま
し
た
。
せ
め
て
供

養
で
も
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
胤
義
の

自
害
の
場
面
に
立
ち
会
い
ま
す
。胤
義
は
、

首
を
家
族
に
見
せ
た
後
で
兄
の
三
浦
義

村
に
届
け
る
よ
う
遺
言
を
残
し
自
害
し

ま
す
。
同
巻
に
は
遺
言
に
従
い
、
頼
信
が

首
を
京
都
太う

ず

秦ま
さ

の
女
房
の
も
と
へ
届
け

た
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
同
じ
巻
に
、
乱
後
高
野
山

に
隠
遁
し
た
仁に

ん

和な

寺じ

の
道ど

う

助じ
ょ

入に
ゅ
う

道ど
う

親し
ん

王の
う

（
一
一
九
六
～
一
二
四
九
）
が
描
か
れ
て

い
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
密
教
的

な
こ
と
で
い
う
と
、
巻
第
四
に
僧
兵
が
不

動
明
王
の
旗
（
絵
詞
で
は
二
童
子
も
）
を

掲
げ
て
い
る
場
面
も
興
味
深
い
で
す
。

　

春
期
企
画
展
で
は
、
す
べ
て
の
巻
、
場

面
を
展
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
展
覧
会
で
徐
々
に
展
示
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
判
明
し
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
展
覧
会
や
霊
宝
館
だ
よ
り
に

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
研
谷
昌
志
）

【
主
な
参
考
文
献
】

長
村
祥
知
「『
承
久
記
絵
巻
』
の
基
礎
的

研
究
」（『
国
語
と
国
文
学
』
九
八
─

十
一
、二
〇
二
一
）

約
八
〇
年
ぶ
り
に
再
発
見
！
承
久
の
乱
を
描
い
た
唯
一
の
絵
巻
物
�

巻第一表紙
箱書巻第五　藤四郎入道頼信が、昔の主である胤義の首を家族に届けた場面。巻第四　左上に、不動明王の旗を掲げる僧兵が描かれている。


